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【科目】構造設計特論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・学年共通
【担当教員】

脇田 英治

【授業目標・教育方針】
構造物に関する広義の設計を対象とし、設計技術者として必要な基本的な能力の育成を図る。

【授業概要】
　構造物の設計は狭義では主に構造計算を指す。しかし、広義の意味で設計とは構造計算のみならず、 [ 計画→研究
開発→設計→施工管理→維持管理 ] という一連の流れの中での技術的検討全般を意味する。
　本授業では、広義の設計を対象とし、技術者として必要な基本的な能力の育成を図る。すなわち、複雑な自然条件、
社会的制約の下で、設計が最大の効果を挙げられるためには、障害となる問題を分析し、計画、対策を立て、総合的
に解決していく必要がある。そのための方策として、実際の問題、課題を対象とした解析、処理に関する演習を適宜
実施する。

【教科書・教材・参考書 等】
プリント配布

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
　授業方法として、ビデオ、プロジェクタ、パソコン、グループ討議を活用することにより、ビジュアル化、体験学
習の比率を高め、単に概念的な理解に留まらず、実際の解析、処理、応用技術の修得を図る。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：25%，期末試験：25%，レポート：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：構造設計特論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 設計とは 設計の基本概念・知識について学習する。
第 2 回 種々の設計法１ 許容応力度設計法と限界状態設計法、および信頼性設

計法についての概要について学習する。
第 3 回 種々の設計法２ 許容応力度設計法と限界状態設計法の設計手順を学習

する。信頼性設計法についての設計演習を行う。
レポート

第 4 回 信頼性設計法 信頼性設計法について学習する。
第 5 回 構造物の信頼度の算定 構造物の信頼度の算定法について学習し、設計演習を

行う。
レポート

第 6 回 限界状態設計法１ 限界状態設計法について学習する。
第 7 回 限界状態設計法２ 限界状態設計法についての設計演習を行う。 レポート
第 8 回 モデル化の方法 設計におけるモデル化の方法について学習し、設計演

習 ( 控え壁式擁壁の設計 ) を行う。
第 9 回 有限要素法 有限要素法による構造解析法を学習し、解析演習を行

う。
演習 ( 鉄筋コンクリート部材の設計 )

レポート

第 10 回 降伏条件１ 構造物の安全性の基準となる降伏条件について学習す
る。

第 11 回 降伏条件２ 構造物の安全性の基準となる降伏条件について演習を
行う。

レポート

第 12 回 技術者倫理 事例を基にグループ討議・発表・講評を行い、設計に
関する技術者倫理（設計技術者の取るべき行動）につ
いて学習する。

第 13 回 震度法による設計 地震時に対する構造物の設計に用いられる震度法につ
いて学習し、設計演習を行う。

第 14 回 保有耐力法による設計 地震時に対する構造物の設計に用いられる保有耐力法
について学習し、設計演習を行う。

レポート

第 15 回 定期試験 定期試験
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